
	 かかりつけの医師に相談を！
	 	　風邪などの軽い病気であれば、大きな病院と開業医では治療内容はほぼ変わ

りません。かかりつけの医師を持ち、気になることがあったらまずはかかりつ
けの医師に相談しましょう。

	 平日の時間内に受診できませんか？
	 	　休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性の高い患者さんを受け入れ

るためのものです。
	 	　休日や夜間に受診しようとする際には、平日の時間内に受診することができ

ないのか、もう一度考えてみましょう。
	 	　※休日や夜間に医療機関に支払われる医療費は高く設定されています。

	 重複受診は控えましょう。
	 	　同じ病気で複数の医療機関を受診することは控えましょう。医療費を増やし

てしまうだけでなく、重複する検査や投薬によりかえって体に悪影響を与えて
しまうなどの心配もあります。

	薬のもらいすぎに注意！
	 	　薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しましょう。薬のもらい過ぎは

医療費を増やしてしまうだけでなく、薬は飲み合わせによっては、副作用を生
じることがあります。

	 	　お薬手帳の活用などにより、既に処方されている薬を医師や薬剤師に伝え、
飲み合わせには注意しましょう。

	 後発医薬品を利用しましょう！
	 	　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同じ有効成分で製造さ

れた医薬品です。ジェネリック医薬品の使用は、お薬代の軽減と本組合短期財
政の負担軽減につながります。

医療機関での窓口負担の軽減・医療費全体の削減のため、
下記のことについて、皆さんのご協力お願いいたします。

医療費削減にご協力ください
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